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国立4大学によるベンチマーキングを通じて
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「類比の関係に基づいて命題を発展させる活動について」
Vol.85，pp.2-41，2006

「類推の振り返り方に関する研究―類似な条件におきかえて命
題をみつける類推に限定して―」Vol.105/106，pp3-24，2017

「解が調和平均となる図形問題の探求」Vol.87,No.7,pp,10-
13,2004

「内角の二等分線と外角の二等分線の関係について」
Vol.89,No.11,pp.19-25,2007

「相似な図形の性質と平行線と線分の比の性質の関係について
―論理的な思考力の育成のために―」Vol.92,No,9,pp.27-

34.2010

「命題を特殊化し別証明を考え一般化する方法に関する一考
察」Vol.99,No.11,pp.11-18,2017

中学部活動における指導者からの暴力被害を規定する要因

指導者の指導態度による部活動経験の違い ―高校部活動を経
験した大学生による回顧を基に―

藤村 晃成 研究奨励賞
「フリースクールからの大学進学をめぐるジレンマ―大学進学がもた
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日本子ども社会学会 2019年6月
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中川 裕之 学会賞（学術研究部門） 日本数学教育学会 2019年11月


